
小柴貯油施設跡地利用基本計画

平成２０年３月
横浜市返還施設跡地利用プロジェクト



１ 旧小柴貯油施設の概況

1

接収年月日 昭和２３年１０月 ３日

返還年月日 平成１７年１２月１４日

所在地 金沢区柴町、長浜、幸浦二丁目、並木三丁目

面 積 土 地： 526,205 ㎡

建 物： 727 ㎡ (国 有）
水 域： 約 470,000 ㎡
地域地区等の指定：市街化調整区域、工業専用地域、工業地域、第１種住居地域、第１種中高層住居専用地域

第１種中高層住居専用地域、準防火地域、第３種風致地区、金沢産業団地地区特別工業地区

概 要 34基のタンクがあり、航空機燃料が備蓄されていた。
また、海上には、Ａバース（大型タンカー用）と、Ｂバース（小型タンカー用）を含む制限水域が設けられ、

長浜水路沿いにパイプライン（約 1,200ｍ）が敷設されていた。

［経 過］

昭23.10. 3  旧日本海軍の施設が米軍により接収された。
昭48. 3.22  日米合同委員会において、金沢地先埋立に伴うパイプライン移設集約等について合意された。
昭50.12. 4  昭和49年９月に着手したパイプライン移設工事の完了に伴う関係財産の引渡しを国に対して行った。
昭52. 2.24  日米合同委員会において、地下貯油タンク１基（通称18号 タンク）を施設内に移設することが合意された（国

は昭54.4  移設工事完了）。
昭56.10.13  ６号タンクが爆発し、火災が発生したが、市消防局消防隊と米軍消防隊との共同活動で消火された。
平16.10.18    日米合同委員会において、一部（約10ヘクタール）返還の方針が合意された。
平17.10.18    日米合同委員会において、陸地部分全域と制限水域の一部（約4.6ヘクタール）の平成17年末を目途とする返還

予告及び保持される制限水域に係る名称・使用条件の変更が合意された。
平17.12. 2 小柴貯油施設の返還後の管理について国に要請した。
平17.12.14    小柴貯油施設の陸地部分全域と制限水域の一部が返還された。

国 有 511,859㎡（97.3％）
市 有 4,746㎡（ 0.9％）
民 有 9,600㎡（ 1.8％）



１ 旧小柴貯油施設の概況 ～現況～

○面積約５３haのうち約６割が斜面緑地となっています。
○地下、地上合わせて34基のタンクが残されています。

本牧市民公園
計画対象地の崖線
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図 斜面分布図

図 現況図

（勾配）
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利用率はひくい 傾斜に対応した行為が多い 活動的な行為が多い

勾配
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・散歩
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・うまとび
・さかだち
・キャッチボール
・ゴムマリ遊び
・バレーボール

・バドミントン
・フットボール
・草つみ

利用形態

（ランドスケープ編、特集ランドスケープ・ファニチャー、ランドスケープ＜６＞Vol.２、No.２、1971）



１ 旧小柴貯油施設の概況 ～標高～

3

○標高の最も高い地点と低い地点との差は約80mあり、起伏の多い地形となっています。

※都市計画基本図を基に作成したものである。

図 標高コンター図



１ 旧小柴貯油施設の概況 ～タンクの概要～

○２９基ある地下タンクの内空体積は合計約46万ｍ3です。
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直径
(m)

高さ
(m)

内空体積

(m
3
)

備考

1 38 28 34,006
2 38 28 34,006
3 38 29 35,140
4 37 28 32,240
5 38 28 34,006
6 38 28 34,006 S56爆発
7 38 28 34,006
8 38 29 35,140
9 38 29 35,140
10 38 29 35,140
11 38 28 34,006
12 18 20 5,595
13 18 20 5,595
14 18 21 5,850
15 18 21 5,850 推定
16 18 21 5,850 推定
17 18 20 5,595
18 18 21 5,850
19 18 21 5,850 推定
20 18 20 5,595
21 18 20 5,595
22 18 20 5,595
23 18 20 5,595
24 18 20 5,595
25 18 20 5,595
26 585
27 585
28 585
29 585
30 23 11 地上
31 23 11 地上
32 23 11 地上
33 23 11 地上
34 15 9 地上
計 458,781

2基ずつ
10*18*6.5のス
ペースに格納

図4 タンク位置図

内空体積は、高さに上部余裕高として一律2mを加えて算出している。



１ 旧小柴貯油施設の概況 ～植生～

○動植物調査の結果、約１，２００の種が確認されました。
○現地の植生は以下のとおりで、コナラ群落が中心の林層となっています。

5図 潜在自然植生図

図 現存植生図（夏季）
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ヨシ群落

オギ群落
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造成裸地

建造物・道路

開放水路

凡 例

調査範囲

ヤブコウジ－スダジイ群集・典型亜群集

イノデ－タブ群集・典型亜群集

イノデ－タブ群集・ケヤキ亜群集

ハンノキ

ウキクサクラス及びヒルムシロクラス（開放水域植物群落）

出典）「神奈川県潜在自然植生図」（1975，神奈川県教育委員会）

凡 例



１ 旧小柴貯油施設の概況 ～動植物～

○動植物調査では、上空を飛ぶオオタカやハヤブサが確認されたが、営巣は確認されていません。
○その他に、文化財保護法や種の保存法に位置付けられている種は確認されていません。

6表 動植物調査確認種
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特別天然記念物
天然記念物

種の保存法 国内希少野生動植物種

絶滅危惧ⅠA類
絶滅危惧ⅠB類
絶滅危惧Ⅱ類
準絶滅危惧
情報不足
絶滅危惧Ⅰ類
絶滅危惧ⅠA類
絶滅危惧ⅠB類
絶滅危惧Ⅱ類
準絶滅危惧
減少種
希少種
要注意種
注目種
情報不足
情報不足A
情報不足B
不明種
絶滅種
絶滅危惧種
危急種
準絶滅危惧種

1)爬虫類、2)水生生物
繁殖期（鳥類のみ）

*1: ハヤブサは、秋季に1個体、冬季に2個体（同時に出現）上空飛行を確認した。 非繁殖期（鳥類のみ）
*2: オオタカは、盛夏に上空飛行1個体、秋季に落葉樹に止まる1個体、冬季に上空飛行1個体と落葉樹から飛行する１個体を確認した。
    また、夏季（繁殖期）に確認したが、生態と文献等から8月は繁殖期には遅いということで、「非繁殖期：希少」ランクとした。
*3: ヘイケボタル（成虫）は、水辺で24個体確認した。

*5：ヘイケボタル（幼虫）は、春季に1個体、冬季に17個体確認した。
*ガクアジサイ、アシタバ、コウボウシバ、シランは植栽・逸出起源の可能性がある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（逸出：栽培等の目的で植えられた植物が管理外に生育範囲を広げ野生化すること）

鳥類

小柴動植物調査　注目すべき種について

神奈川県レッドデータ
生物調査報告書2006

横浜の植物

11種 19種 8種 3種 2種

※神奈川県レッドデータでは、鳥類のみ、繁殖期・非繁
殖期で注目すべき種区分が異なる。(鳥類は広範囲の地
域を移動し、時期によって生息場所を変えるため、繁殖
期に繁殖のために利用している場合と、非繁殖期に越
冬、移動途中の中継地として利用している場合に分けて
評価している）

*4：メダカは、調査対象水域外で50個体以上確認した。本来の生息個体であるか疑わしく、人為的に移入された可能性がある。

2)

文化財保護法

レッドデータブック
レッドリスト

陸上昆虫類 両生類

根拠法令等 分類

植物



１ 旧小柴貯油施設の概況 ～水路～
○北側（Ｃ地区）の水路は、流量は微量で伏流箇所も多い小規模な水域で、サワガニやカワニナなど
の生息が確認されました。
○南側（Ｄ地区）の水路は、緩い流れのある溜まりで、サワガニ、カワニナやヘイケボタルなどの生息
が確認されました。

7

C地区
水量：15～74mL/s
確認生物：サワガニ、カワニナ、

ミズムシ、エラミミズ等

D地区
水量：64～1,375mL/s
確認生物：サワガニ、カワニナ、

ミズムシ、ヘイケボタル等

図 水路位置図




